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木材市場を徹底活用
国産材板目ドアで新境地

トチの皺木（しわもく）が光沢をはなつ

木
材
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場
で
仕
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た
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リ
））

国産材レポート

　国産スギ・ヒノキを使った木製ドア・建
具を製造する守谷建具（埼玉県所沢市）。
木材市場の徹底活用、板目利用による原
材料コストの半減化、新製品の共同開発
などに取り組む守谷和夫社長。さらにこ
の春から耐火、シロアリ対策の新しいホ
ウ酸、ホウ砂、ナノ物質の銀、銅などを
材料とした商品開発を始めるという。本
誌取材班は、狭山湖近くにある守谷建具
の工場を訪問。建具製造の新しい時代
の息吹きを伝える現場をレポートする。

守谷建具（埼玉県所沢市）

【詳細は 新住宅ジャーナル 2012年6月号】
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